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各
学
校
の
先
生
方
が
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
進
め
て
き

た
笠
間
市
の
郷
土
教
育
。

　
し
か
し
、
統
一
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
な
か
っ
た
た

め
、
学
習
内
容
は
先
生
方
に
委
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
笠
間
市
の
歴
史
、
産
業
、
芸
術
、
偉
人
の
中

で
“
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
ほ
し
い
＂
を
集
め
た
の
が
教
師

用
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
笠
間
志
学
」で
す
。

　
今
ま
で
の
経
験
と
知
識
の
集
大
成
と
し
て
作
ら
れ
た
笠

間
志
学
に
は
、
先
生
方
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
期
待
と

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

笠
間
市
へ
の
関
心
を
高
め
、
郷
土
愛
を
育
ん
で
ほ
し
い

　
子
ど
も
の
こ
ろ
に
多
く
の
体
験
を
す
る
こ
と
が
人
生
を
豊
か
に
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
学
一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
九
年
間
を
通
じ
て
、
地
域
に
残
る
民
話
や
歴
史
、
そ

し
て
芸
術
な
ど
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
笠
間
市
へ
の
関
心
を
高

め
て
、
郷
土
に
関
す
る
知
識
な
ど
を
学
び
、
将
来
、
ど
こ
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、
笠
間
市
を
愛

し
、
い
つ
の
日
か
笠
間
市
の
た
め
に
役
立
と
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

郷
土
の
先
人
た
ち
を
、
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い

　
皆
さ
ん
、
上
の
写
真
の
人
物
を
ご
存
知
で
す
か
？
　
笠
間
市
の
偉
人
の
一
人
、
笠
間
藩
士
の

小お

野の

友と
も

五ご

郎ろ
う

で
す
。
友
五
郎
は
、
幕
末
に
勝か

つ

海か
い

舟し
ゅ
う（

艦
長
）
や
ジ
ョ
ン
万ま

ん

次じ

郎ろ
う

（
航
海
助
手
兼

通
訳
）
と
と
も
に
、
日
米
修
好
通
商
条
約
の
批
准
調
印
の
た
め
、
日
本
初
の
太
平
洋
横
断
を
し

た
咸か
ん

臨り
ん

丸
の
航
海
長
と
し
て
米
国
に
渡
り
ま
し
た
。

　
友
五
郎
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
、
理
数
の
才
能
を
存
分
に
生
か
し
て
、
航
海
術
、
海
軍
の

創
設
、
鉄
道
事
業
な
ど
日
本
の
近
代
化
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
偉
人
が
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
方
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
で
も
決
し
て
多
く
は

な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
笠
間
市
に
は
、
多
岐
に
わ
た
り
活
躍
し
た
偉
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
私
た
ち
の
郷
土
、
笠
間
市
の
発
展
に
尽
く
し
た
人
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
市
立
図
書
館
に
「
か
が
や
く
笠
間
の
先
人
た
ち
」
や

「
笠
間
志
学
」
を
蔵
書
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
見
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

子
ど
も
た
ち
に
、
笠
間
市
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

こ
の
ま
ち
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
、

地
域
を
支
え
る
人
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
―
。

今
回
の
特
集
で
は
、

郷
土
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み

「
笠か
さ

間ま

志し

学が
く

」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

笠
間
志
学
〜
明
日
の
笠
間
を
つ
く
る
〜

特集

（写真：笠間稲荷神社提供）

郷土教育資料「笠間志学」
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「笠間志学」作成にあたって、今泉教育長にお話を伺いました！
　笠間市を学ぶという意味を含んだ「志学」という言葉は、孔子（中国の思想家）の「論
語」の一節「吾、十有五にして学に志す」からとりました。「志す」には、「決心す
る」という意味があり、この一節を訳せば孔子は「15歳で学問の道で生きていくこと
を決心した」ということになります。つまり孔子は現代の中学3年生の時に自らの人生
を決定し切り開いていったのです。
　私は、笠間市の子どもたちも、この郷土の学習を通して笠間市を学ぶことで、孔子の
ように中学3年生の時に夢や希望を持ち、自らの人生をどう生きていくか思い描けるよ
うになってほしいと願っています。
　今後、笠間市の学校教育は、道徳など心の教育を礎に、グローバル化に対応するため
の「英語教育」（平成27年度から小中全校で開始）、ローカルを大切にするための「郷土
教育」（平成29年度から小中全校で開始）、ICTを活用するための「情報教育」（平成29年
度「みなみ学園」を研究校に指定）の3本を教育の柱として進めていきます。

　笠間市には多くの偉人がいます
が、中学生の時に世界でも大活躍し
た小野友五郎というものすごい偉人
がいることを知り、感動を受けたの
をよく覚えています。しかし、残念
なことに、笠間の方でも小野友五郎
を知っている人はほとんどいないの
が現実なんです。私はいばらき観光マ
イスターＳ級※の資格を生かして、ゲ

ストティーチャーとして「知って人をもてなす」笠間人を
育てるお手伝いをしています。将来、子どもたちが、世界
に羽ばたいていけるような大きな志を持てるよう舵取りを
していきたいと思います。
※いばらき観光マイスターＳ級
　いばらき観光マイスターの中でも、観光案内をする上でより高い
知識とおもてなしの心による高い接遇スキルを持っていることが認
められた称号。

　今回、笠間志学の作成に携わらせ
ていただきました。笠間志学は、子
どもたちに自分の住んでいる笠間市
の良さを一から知ってもらうための
郷土教育資料です。
　スタートとなる小学1年生では、笠
間特別観光大使の「いな吉」くんを
知ってもらうことから始め、ゴール
の中学3年生の時には、「笠間の良さ

を英語で世界に発信できる」ようになってもらうことを目
標にしています。子どもたちには、笠間市を学ぶことでこ
んな素敵な笠間市に住んでいることを誇りに思ってほしい
と考えています。
　私は青森で子ども時代を過ごし、出会いにより笠間に移
住。歴史と伝統、笠間稲荷神社、笠間焼を有し、県内外から
観光客等を温かく迎え入れられる雰囲気を愛しています。

学びを通し、夢や希望を育てたい

笠間を大切にする人を育てたい（岩間第三小学校）

今
いま
泉
いずみ
　寛

ひろし

笠間市教育長

野
の
尻
じり
　秀
ひで
子
こ
さん（教諭）大

おお
足
あし
　久

く
仁
に
子
こ
さん（主査）

学 場び かの ら

※岩間第三小学校での「笠間志学」を活用した授業風景


